
エウリュノメ(Eurynome)はオデュッセイアに登場するペネロペの侍女である。イタケ
の屋敷の女中頭である。 

解説

オデュッセウスでのエピソード

ペネロペが求婚者に出ようとした時、エウリュノメは肌を洗って顔に油をつけるようにと
頼んだが、ペネロペは断った。（第18歌）
前部屋で横になったオデュッセウスに掛け布団をかけてやった。（第20歌）
オデュッセウスに湯浴みをさせ、上衣を着せた。（第23歌）
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